
まとめ 9. いろいろな波動方程式，2, 3次元の波動

いろいろな波動方程式：　

• 音波
１次元 (長い管の中)の場合: 　 ξ(t, x)：空気の変位, 　 δp(t, x)：圧力の変化
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(K：体積弾性率, δp = −KδV/V )
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(ρ :空気の密度)

３次元の場合: 　 ξ(t, x, y, z)：空気の変位, 　 p(t, x, y, z)：圧力の変化

δp = −K ∇ · ξ(t, x)
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• 水の波
浅い場合： 　 ξ(t, x)：波の進行方向への水の変位
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(h0 :水深)

一般の場合： 　 ξ(t, x, y, z) = t(ξ(t, x, z), 0, η(t, x, z))：水の変位
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η(x,−h0, t) = 0, p(x, η(x, 0, t), t) = P0(大気圧) (境界条件)



• 電磁場
マックスウェル方程式
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電磁波の波動方程式
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(ここで c = 1
√
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は光速を与える．)

• シュレーディンガー方程式
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(この波動方程式の分散関係は，V = 0のとき，~ω = (~k)2

2m
で与えられる．こ

れは，アインシュタイン-ドブロイの関係 E = ~ω, p = ~kを使うと自由粒子の
エネルギーEと運動量 pの間の関係E = p2

2m
に対応することがわかる．)
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